
災害医療研究分野 



災害発生対応：医療活動の流れ 

 DMAT（発災後48時間以内） 

 JMAT（DMATと入れ替わり） 

 災害支援ナース（発災後1か月） 

 DPAT（精神医療支援） 

 JRAT（リハビリ支援） 

 口腔ケアチーム 

 感染症対策チーム 

経過時間に応じてシームレスな援助が必要 

 



中長期のこころのケア 

 広島県では地域支え合いセンターが災害救助法の適
用となった市町に作られ，そのバックアップをこころのケ
アチームが行う 

市町地域支え合いセンター(14市町) 

県地域支え合い 
センター 

こころのケアチーム 
(県精神保健福祉センター内) 

被災者 
避難所・仮設住宅・みなし仮設・在宅 
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逃げ遅れの心理「正常性バイアス」の恐ろしさ 

災害などで目の前に危険が迫っていても、正常な日常生活の延長線
上の出来事として捉えて、「自分は大丈夫」「まだ大丈夫」「どうせ大し

たことない」などと考えてしまう心理 



災害医療研究分野の目標 

 発災からの経過時間に応じてシームレスな
医療活動のための枠組み提言 
 

 適切な避難・復興行動ができるよう心理学
的・医学的アプローチを検討 

都道府県の防災マニュアルに反映可能な 
医療活動の「広大モデル」を提案する 


